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グラフ⽂書による⼈間+AIの能⼒向上

パーソナルAIとそのガバナンス 〜 国際標準化等により監視資本主義を終わらせる

チェック&バランス

権威やトラストは天下りに与えられ
るのではなくボトムアップに醸成

データ⽣成者/サービス提供者

データ主体/サービス利⽤者

PAI

サービスによる介⼊やそのアウト
カムのデータを多くの個⼈から収
集し分析することにより、各サー
ビスが利⽤者と社会にもたらすメ
リットとデメリットを検証

PDを本⼈に集約

メディエータ

データカタログ+分析結果

匿名化、連合学習、… 分析結果(LLM等)

情報銀⾏、データ利他主義組織、
データ共有サービス提供者等より
も安全で安価で付加価値が⾼い
⻑期データ保管なし
データカタログ作成
データ収集・検証・分析

パーソナルAI (PAI)
各個⼈に専属してパーソナルデー

タ(PD)の管理を代⾏
PDをフル活⽤して本⼈に深くキメ

細かく介⼊
全個⼈向けサービスのゲートキーパ
(仲介とオーケストレーション)

現在のGAFA等のサービスをはるか
に凌ぐ付加価値

個⼈

PAI

PAIの付加価値の最⼤化

PAIがPDをフル活⽤

利⽤者がPAIを信頼

PAIの適正なガバナンス

⼈権を守る

⾼い価値を提供

サービスによる介⼊のデー
タを含む拡張データポータ
ビリティ(欧州データ法)

グラフ⽂書の⽅がテキスト⽂書より作りやすいこともわれわれの実験でわかっているので、テキスト⽂書
の代わりにグラフ⽂書を作成・活⽤することにより、⽂書の作成や活⽤の⽣産性が⾼まり、かつ⽂書作成者
の批判的思考⼒も⾼まるので、あらゆる場⾯で知的⽣産性が⾼まる。

AIもテキスト⽂書よりグラフ⽂書で学習・推論した⽅が性能が⾼いので、⼈間とAIの対話にグラフ⽂書
を⽤いることにより両⽅の能⼒が⾼まり社会的価値がさらに向上すると考えられる。

議論地図等のグラフを作ることに
よって批判的思考⼒が⾼まることは
先⾏研究で明らにされていたが、グ
ラフ作成法の指導にコストがかかる
ためグラフは普及していなかった。

われわれは、⾼校の授業中のグ
ループディスカッションの議事録を
右図のようなグラフ⽂書としてグ
ループで共同作成することによって
教員の負担を増さずに批判的思考⼒
を⾼められることを⽰した。

PAI提供者+メディエータは利⽤
者のトラストの獲得を競う
注意経済の終焉

データ利⽤者(サービス監査・設計者)
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